
大大大震震震災災災・・・復復復興興興ニニニュュューーーススス（（（第第第１１１０００６６６報報報）））   

平 成 ２５ 年 ５月 ２日 
仙台地方振興事務所水産漁港部 

１ 水産業復旧・復興に向けた対応状況（国及び県全体の動き） 

 ○宮城県内の水産物の放射性物質測定結果について 

１ 測定年月日 平成２５年４月２５日～４月３０日 

２ 測定分析機関 宮城県，(一財)日本冷凍食品検査協会，（一財）日本食品分析センター 

（公財）海洋生物環境研究所，いであ（株），東北緑化保全（株）， 

（株）総合水研究所 

３ 測定及び対応結果 

全ての検査品目について，基準値を下回り，安全性に問題ないことが確認されました。 

なお，「不検出」とは，放射性物質の濃度が，検出限界値に満たない（検出下限値未満）こ

とを指します。 

●水産物（漁獲日 平成２５年４月１８日～４月３０日）          (単位:ベクレル／ｋｇ)                                   

※ 放射性物質の値は漁獲日における値を示す 

２ 管内の復興に向けた動き 

＜水産漁港部からのお知らせ＞ 

○「塩竈フェア」無料振る舞い汁試作試食会 

・４月２４日（水）に塩釜市にある水産加工開放実験室において、５月１５日（水）～１９日（日）

にアリオ仙台泉店（旧イトーヨーカ堂仙台泉店）で開催される「塩竈フェア」で無料で振る舞われる

塩釜産の海藻（あかもく）とかまぼこの原料となるすけとうだらのすり身を使用した汁の試作試食会                

を行いました。 
                         試作試食会には、塩釜市内の魚肉練り製品会社

と海藻加工会社が集まり、醤油味やみそ味、コン

ソメ味など創意工夫を凝らした汁を試作し、参加

者からは、海藻（あかもく）とすけとうだらすり

身の絶妙な相性と味付けに驚きの声がありました。 
                         この試作した汁は、「塩竈フェア」開催中、毎日

１２時から先着２００名の買物客に無料で振る舞

われますので，是非お越し下さい。 
試食会の様子 

種  別 漁獲場所 放射性 
ｾｼｳﾑ 種  別 漁獲場所 放射性 

ｾｼｳﾑ 
イカナゴ 気仙沼唐桑沖 不検出 ヒガンフグ 松島湾 １７ 
スズキ 鮫浦湾沖 ２０ ヒガンフグ 東松島市浜市沖 ６．７ 
ツノナシオキアミ 金華山～江の島沖 不検出 ヒガンフグ 石巻佐須浜沖 不検出 
ツノナシオキアミ 女川湾（出島）沖 不検出 ヒガンフグ 石巻佐須浜沖 不検出 
ツノナシオキアミ 金華山沖 不検出 マダラ 宮城県沖 ２５ 
アイナメ 山元沖 １５ マダラ（幼魚） 宮城県沖 不検出 
アサリ 七ヶ浜町代ヶ崎浜 不検出 ミンククジラ 宮城県沖 ０．６ 
スズキ 岩沼市二の倉沖 ２６ マカジキ 日本太平洋沖合北部 不検出 
スズキ 東松島市浜市沖 ３３ メバチ 日本太平洋沖合北部 不検出 
ヒガンフグ 岩沼市二の倉沖 ６．３ コイ（養殖） 蔵王町（養魚場） 不検出 



○さけ稚魚を放流しました 

・菜の花と桜が競演する中，4月 25日（木）に鳴瀬吉田 
川鮭増殖組合石神ふ化場で育てられたサケ稚魚約 90万尾 
が鳴瀬川に放流されました。 
これで管内全てのふ化場で放流が終了し，今年度は，管 
内で約 530万尾のさけ稚魚が北洋へと旅立ちました。 

4年後の再会が楽しみです。 
 

鳴瀬川で行われた放流の様子 

○ノリの入札状況 

・４月２６日（金）に行われました今漁期最後の「第１９回のノリ入札会」の結果は以下のとおりで

す。 

数量：7,195千枚，金額：36,933千円，平均落札価格：5.13円／枚，最高値：石巻湾支所産 6.69円／枚 

・これまでの累計結果は以下のとおりです。 

数量：350,516千枚（前年同期比２５６％），金額：2,603,306千円（前年同期比２０５％） 

累積平均単価：7.43円／枚（前年同期の８０％） 

 

○派遣職員紹介 

・前報に引き続き，国や県から派遣された職員を紹介します。 

 氏 名   久米 秀和 (ｸﾒ ﾋﾃﾞｶｽﾞ)  

  派遣元   兵庫県 

 配属先  漁港漁場班 

 宮城県での職名  技術主査 

 派遣期間  H25．4．1～H25．6．30 

 担当業務  災害復旧事業 

一  言 

宮城県のみなさま，はじめまして。兵庫県から災害派遣で参りました久米と

申します。 

宮城県に初めて訪れたのは，大学の卒業旅行（Ｈ１１年）の際で，そのと

きは松島観光や仙台市内散策など行い，良い思い出がたくさんできたことを

覚えています。その後も宮城県には公私ふくめ数回訪れる機会があり，本当

に過ごしやすい良いところだなという印象があります。その宮城県が東日本

大震災で被災している映像を見たときは，これまでにない大変な大災害が発

生したと瞬時に感じました。兵庫県でも体に感じることができるほどの大き

な揺れでした。兵庫県からの災害派遣はＨ２３年度からはじまり，今年で３

年目になります。今年は，復旧から復興へ繋げていく大事な年であるという

お話も辞令の時にお聞きしました。復興へ向け皆様の一助となれるよう微力

ながら精一杯取り組んで参りますので，どうかよろしくお願い申し上げます。 


